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【背景】近年、日本において腎結石罹患率は急激に増加している。腎結石の主要な原因は明確に

なっておらず、過体重もしくは肥満と腎結石罹患の関係を調査した研究は少ない。そこで我々は、

日本人男性を対象にして BMI と腎結石罹患の関係を調査した。 

【方法】1985 年に、ガス会社の労働者で、20～40 歳の 5,984 人の男性が医学検査を受診した（ベ

ースライン調査）。本研究はベースライン調査時において腎結石罹患歴のない 4,074 人の男性を

対象にした。対象者は 2004 年 4 月から 2005 年 3 月の間に 2 回目の医学検査を受診した。対象者

の BMI は 1985 年に測定された身長と体重から計算されて三分位に分類された。追跡期間中にお

ける腎結石罹患の有無を 2 回目の医学検査時に実施した自記式質問紙によって把握した。 

【結果】平均 19 年の追跡期間中に 258 人が腎結石に罹患した。BMI の第 1 三分位群を基準にし

た第 2 および第 3 三分位群のハザード比（95%信頼区間）は、1.26（0.92-1.73）および 1.44

（1.06-1.96）であった（トレンド検定＝0.019）。潜在的交絡因子と考えられる年齢、収縮期血

圧、全身持久力、喫煙量、飲酒量を調整したハザード比（95%信頼区間）は 1.28 (0.93-1.76) お

よび 1.41 (1.02-1.97)であった（トレンド検定＝0.041）。  

【結論】本研究の結果は、日本人男性において、増加した BMI が腎結石罹患の危険因子であるこ

とを示唆している。 
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